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論 文 内 容 の 要 旨
　抽象格（格）は、人間言語の研究における主要な研究対象の１つである。生成文法の枠組みにおいても、
格にまつわる現象を取り扱う研究は数多く存在する。しかし、これまでの研究では、格に起因する現象の記
述と説明に焦点が当てられており、格そのものに関する考察が十分であったとは言い難い。そこで本論文で
は、格が人間言語において果たす役割に焦点を当てた格理論の構築を試み、格は名詞の統語構造上の位置に
基づいて音韻部門と意味部門における名詞の解釈を決定するものであると主張する。具体的には、音韻部門
における形態的音韻的解釈を決定する格を Morphological Case（M 格）、意味部門における主題役割的解釈
を決定する格を Diathetic Case（D 格）と呼び、それぞれの格が函数として機能していると提案する。M 格
は名詞の形態的音韻的解釈を、D 格は名詞の主題役割的解釈を値域とするため、格が適切な項を持たない
事は、音韻表示や意味表示内に解釈が不確定な名詞が存在する事態を引き起こしうる。従来格フィルターに
よって説明されてきた非文法性は派生の音韻表示に必要な形態的音韻的解釈が不足している事が原因によっ
て生じていると捉えられ、θ - 基準の規則の違反によって説明されてきた非文法性は派生の意味表示に必要
な主題役割的解釈が不足している事が原因によって生じていると捉えられる。即ち、本研究の主張に基づく
と、従来格フィルターやθ - 基準の規則の違反によって説明されてきた非文法性は、いずれも完全解釈の原
理に還元される。また、格を統語構造と名詞の解釈の間の写像であると見做す本理論によって、格を形式素
性として実存するものとして仮定する必要性は失われる。更に、2 種類の格の存在とその値を決定するため
の操作を仮定する事の帰結として、従来の理論下では特殊なものとして扱わざるを得なかった名詞の振舞に
対して統一的な説明を与えると共に、受動態に関する言語間の差異を捉える事が可能となる。本研究の優位
性は、概念的必然性の認められない規則や要素を理論から排除した上で経験的な記述性の向上に努めたこと
にある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　音の変化あるいは形態の変化が顕在しているかどうかに関わりなく、すべての人間言語には「格」という
人間言語固有の文法装置が存在している。平﨑永里子氏の学位申請論文は、英語を中心に世界の多様な言語
の様々な構文において観察される「格」にまつわる統語現象を意欲的に取り上げ、それらに対して理論言語
学（とりわけ生成文法理論）により詳細な分析を試みることによって、人間の言語能力の奥底に隠された文
法装置としての「格」にかかわる普遍的メカニズムの存在とその文法内における働き方を明らかにしようと
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したものである。
　上述のように、人間言語の文法における格の存在がまさに顕著であるが故に、その分析と研究の歴史は古
代のギリシャ語・ラテン語文法論にまでさかのぼることができ、近年の理論的言語研究においても、その枠
組みに関わりなく、格は広く研究の対象となっている。生成文法においても、格にまつわる現象を取り扱う
研究は数多く存在し、最も深い研究がなされている分野の一つであると言える。しかし、生成文法における
格の研究は、格の形態論的な差異が統語構造にもたらす言語事象のみに焦点が当てられており、その60年余
りの研究史の中に格の意味的側面が統語構造にもたらす現象に焦点を当てた研究は数少ない。
　本論文で最もオリジナリティのある、そして最も評価に値する点は、生成文法理論において格の形態的側
面と同時に意味的側面をも捉えることのできる概念的基盤となるアイデアをより根本の理論原理から演繹に
よって導き出し、それを現行の枠組みに組み込むためのメカニズムを提案し、そのメカニズムがいかにうま
く作動するのかを多様な言語事象によって経験的に実証しようと試みている点である。
　より具体的には、英語や他の印欧諸語に見られる所謂形式主語（英語の存在文の there や "It seems 
that..." に現れる it など）の構造上の分布と存在位置の違いによる文解釈の差異、能動態／受動態の格形態
の差異とそれがもたらす解釈上の相違、動詞の意味解釈が受動態の可否に与える影響、同族目的語の生起環
境とそれを含む文の疑問文・受動態の可否、南太平洋地域の言語で多く見られる能格性が持つ特殊性の解明、
などが本論で主に扱われているものであるが、これらの現象は理論言語学的には分析自体がなされることが
多くなかったもの、あるいは分析が行われていてもその現象における格の意味的側面には注意が払われてい
ないものがほとんどであり、そのような現象を取り上げ分析を試みたということは、たとえその分析が完璧
なものではなかったとしても高く評価されるべきものであるというのが、本論文の審査員全員の一致した意
見である。
　このように、平﨑氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が無いというわけ
ではない。本論は非常に広範な現象を取り上げるが故に、個々の現象の分析にはきめ細かな観察分析が疎か
にされている点も多く、取りこぼしているデータも散見された。また、人間の言語能力に係わる大きな理論
的仮説の提案であるが故に、テクニカルな側面でその理論内における整合性を保つことは非常に難しく、破
綻が明らかな箇所も少なからずあり、これらの問題点の整備・修繕が今後の課題であると言える。しかし、
これらは学問的に博士論文に求められるものを超えるより高いレベルの要求であると言え、本論の博士学位
申請論文としての価値を損なうものでは決してない。
　本論の審査委員三名は、論文の審査ならびに206年１月23日に実施した口頭試問の結果から、平﨑永里子
氏が本論文によって博士（言語学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告いたします。
